






緒言 

先天性甲状腺機能低下症(クレチン症)の乾燥濾紙血によるマススクリーニングが,昭和 54

年度から全国的に行政実施されるようになり,臨床症状発現以前にクレチン症の診断,治療

が可能となったが,この間従来の概念からはずれる乳児一過性高 TSH 血症,新生児一過性甲

状腺機能低下症など新たな病態が報告されてきた。 

今回我々は,母体のヨード過剰摂取によるものと思われる新生児一過性甲状腺機能低下症

の一例を経験したので報告する。 


